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ドイツ語の他動詞と自動詞の分類について

Passivと関連して

佐藤 厚＊ ・進藤俊一

UberdieEinteilungintransitiveundintransitiveVerbenim

DeutschenimZusammenhangmitdemPassiv

AtsushiSato･ShunichiShindo

（昭和59年10月31日受理）

DievorhegendeArbeitbehandeltdieE:InteilungderVerbenintransitiveundintransitive

VerbenmitbesondererBerUcksichtigungderEinteilungbeiHelbig/Buscha. DerVerfasser

betrachtetdieseEinteilungderVerbeninder ZusammenfassungmitdemPassivundstelltdie

FiagenachderBehandlungderVerbenwiellaben, bekommen, besitzen, dienichtpassMahig

sind:GehOrendieseVerbenzudentransitivenoderintransitivenVerbenodermuPmanfUrsie
einenneuenBereicheinrichten？

I.Einleitung

DieEinteilungderVerbenimZusammenhangmitdemPassiv-transitivoderintransitiv

II.DieEinteilungintransitiveundintransitiveVerbenbeiHelbig/Buscha

oDieEinteilungintransitiveundintransitiveVerbenberuhtaufdemVerhaltmsdesVerbszum

AkkusativobjektundderSonderstellungdesAkkusativsunterdenObjekten.

○Mittelverben (pseudo-transitiveVerben)-dieVerbenmitdemAkkusativ, dernicht im

Passivsatzsubjektfahigist.

III.Zusammenfassung

oH・Brinkmann-Diehaben-Perspektive

oImDudengehOrendieVerbenwiehaben,besitzen,bekommenuswdenintransitivenVerben

an．

I．はじめに 11.G.Helbig/J.Buschaの分類

ドイツ語の動詞の分詞には，種々の観点から，い

ろいろあるが， 中でも特にPassivといった態に関

する分類と言えば，他動詞(Transitiv)か， 自動

詞(Intransitiv)か， といった分類になるであろ

う。果たして実際，他動詞， 自動詞の分類は， どの

ようにして， そしてどこまでPassivにかかわりを

持つのか，更に， どんな問題点が生じているか，調

べていきたいと思う。まず，非常によく分類されて

いると思われる, G・Helbig/J.Buschaについてまと

めてみることにする(il

目的語との関係にもとづいて，他動詞と自動詞を

区別することができる。

他動詞と自動詞の区別は， 目的語のなかで特殊な

立場を占める対格目的語との関係にもとづく。

他動詞とは，受動変形によって受動文の主格主語

になる対格目的語を要求する動詞である。

besuchen,senden,verweisen,erwarten,anregen･･･

自動詞とは対格目的語を要求しない動詞である。

対格以外の格及び前置詞格の目的語を要求する動詞

も自動詞である。

denken,sterben,helfen,warten,fallen,reisen,

erkranken,wachsen,ruhen･･･

以上の基本的な分類に説明を加えると，愈秋田工業高等専門学校独語非常勤講師
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私達は解放日のことを覚えている。

(3)WirwartenaufunserenFreund.

私達は友人を待つ。

ErhofftaufeineVerbesserungseiesGesund-

heitszustandes.

彼は健康の回復を望む。

(4)BerlinliegtanderSpree.

ベルリンはシュプレー河畔にある。

ErwohntinderHauptstadt.

彼は首都に住んでいる。

4．これらの定義によれば,絶対動詞は必ず自動詞

であるが， 自動詞はその一部が絶対動詞である。他

動詞はすべて相対動詞であるが，相対動詞は一部が

他動詞である。相対動詞は他動詞のすべてと自動詞

の一部である。

対格目的語を要求する動詞

他動詞・相対的

主語になりえない対格を要求する動詞

中間動詞・相対的

与格・属格目的語を要求する動詞

自動詞・相対的

前置詞格目的語を要求する動詞

自動詞・相対的

補足的副詞類を要求する動詞

自動詞・相対的

（主語以外に)補足成分を要求しない動詞

自動詞・絶対的

5．以上の定義による他動詞と自動詞の区分から

は，補足成分（目的語及び副詞類）の種類及び義務

性，準義務性について何も知ることができない。こ

れらの点は動詞の結合価(Valenz)という観点からの

み扱うことができる。

他動詞・自動詞の定義及び細かい分類はここまで

にして, PassivとのかかわI)についてまとめてみる。

すなわち他動詞と自動詞の区別は2つの統語現象

に関連する｡完了形の作り方(助動詞としてhabenを

とるかseinをとるか)については， ここでは直接関

連がないので省略する。

受動変形の可能性と他動詞・自動詞の区別

（1）他動詞は人称的動作受動文が可能である。

EriibersetztdasBuch.彼はその本を翻訳する。

一少DasBuchwirdvonihmUbersetzt.

（2）中間動詞はいかなる受動文も可能ではない。

DieFlascheenthalteinenLiterOl.

このビンには1リットノレのオイルが入る。

→*(iii)EinLiterOlwirdvonderFlasdleenthalten

1． （他動詞の分類規準になる)対格目的語一受動文

の主格主語になりうる対格目的語一は準義務的な補

足成分でもよい。すなわち必ずしも具体的な表層文

に現われる必要はない｡このような対格目的語を欠く場

合は自動詞的用法と解釈する。したがって他動詞と自動

詞の分類規準は具体的な表層文における対格目的語の

有無ではなく （この立場は実際上不可能であろう），

対格目的語の可能性である。以上の理由によl) ,次

文における動詞は他動詞とみなす。

ErprUftdenStudenten.

彼は学生を試験する。

ErprUft jetzt. (=自動詞的用法）

彼は今試験をしている。

Eri"tdenApfel.

彼はリンゴを食べる。

Eri"t jetzt. (=自動詞的用法）
彼は今食事をしている。

2．対格をもちえても， それが受動文の主格主語

にならない動詞は他動詞でない。

DerKofferenthaltzweiAnziige.このトランクに

は背広が2着入る。

→*(ii)ZweiAnzUgewerdenvondemKofferent-

halten.

主語になりえない「内容」を表わす対格をもつ

動詞は，他動詞でもなく自動詞でもなく， 中間動

詞(Mittelverben) (もしくは疑似他動詞-pseudo-

transitiveVerben)と呼ぶ。中間動詞は受動変形を

受けることは決してない。たとえば次のような動詞

が中間動詞である。

behalten,bekommen,erhalten,esgibt,enthalten,

umfassen

3． 自動詞は，主語以外にいかなる補足成分も必

要としない動詞すべて（絶対動詞） （1）および，文

が文法的に完全になるために，主語以外に少なくと

ももう1つの補足成分を必要とする動詞(相対動詞）

の一部からなる。相対動詞が主語以外に要求する補

足成分はどのような種類でもよい｡それは,他動詞にお

ける対格目的語でも，中間動詞における対格でも,与

格・属格目的語（2）でも，前置詞格目的語（3）でも，

あるいは補足的副詞類（4）でもよい。

次のすべてが自動詞文である。

(1)DieBlumeblUht. 花が咲く。

DieSonneschien. 太陽が輝いていた。

(2)ErhalfseinemFreund.

彼は友人を助けた。

WirgedenkendesBefreiungstages.

昭和60年2月
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（3）自動詞には，非人称的動作受動文が可能なも

のといかなる受動文も不可能なものとがある。

ErhilftseinemFreund、 彼は友人を助ける。

→SeinemFreundwirdgeholfen.

ErahneltseinemFreuhd、 彼は彼の友人に似

ている。

→*(iv)SeinemFreundwirdgeahnelt.

自動詞においては，非人称的動作受動文が可能で

あるか否かは主語の意味的性格による。

聴覚室)， 1978

IⅡ． ま とめ

他動詞を，単に対格目的語とる動詞， とせず，

受動文の主語になりうる，対格目的語としている

のはH.Brinkmann,Dudenの場合も同じである。 し

かしながら受動文の主語になりえない，対格をと

る動詞の分類をめく．って三者三様となる。すなわ

ち,Helbigは既に述べたように,Mittelverben(ps-

eudo-transitiveVerben)という枠を作り, Brink-

mannは.､haben-Perspektive"(v)という考え方を提示

し, Dudenではそのような動詞はすべて自動詞に入

れている(vi)｡Passivの概念が今一つはっきりせず，

なじみが薄い日本人にとってはhabenが他動詞では

ない, Passivが作れないと言われてもピンと来ない

であろう。これは， このPassivが作れないという一

つの文法的特徴として別個に切り離して処理するし

かないように思う。

注

(i) GerhardHelbig/JoachimBuscha,Deutsche

Grammatik,EinHandbuchfiirdenAuslander-

unterricht、7,unveranderteAuflage.Lei-

pzig.1981まとめるにあたっては邦訳の在間

進訳『現代ドイツ文法』 1982，三修社を参考
にした。

文法的に不可能ということ。

同上

同上

H.Brinkmann:Diehaben-Perspektive im

Deutschen・In:Sprache-SchlUsselzur

Welt.FestschriftfUrLeoWeisgerber・Dijs-

seldorfl959

後藤武：動詞の分類-habenを他動詞とする

か自動詞とするかをめぐって－， ドイツ語教

育研究会会報第4号（東京工業大学外国語視
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